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「CASBEE-戸建（新築）」は、戸建住宅の環境性能を評価し見える化するため

のシステムです。住宅の実現する快適性や周辺環境、まちなみ、景観などへの

貢献といった環境性能や省エネ、省資源、リサイクルなどの環境負荷の面など

を総合的に評価格付けするツールです。 

 

戸建住宅版の CASBEE は、平成 19 年 9 月に「CASBEE-すまい〔戸建〕」が

発表されました。その後、関連する基準・法律の改正や、地球温暖化対策を巡

る情勢の変化等を鑑み、平成２２年７月に「CASBEE 戸建-新築」、さらに平成

26 年 4 月に「CASBEE-戸建（新築）」として改定されました。 

 

「CASBEE 戸建評価認証」は、「CASBEE-戸建（新築）」の適正な運用と普及

を目的とした制度で、申請者が提出した「CASBEE-戸建（新築）」による戸建

住宅の環境性能評価結果を、（一財）建築環境・省エネルギー機構または認定認

証機関が第三者として客観的に的確・妥当であるかを審査し確認するものです。

審査にあたっては、各採点項目に対する評価の判断が、それぞれの評価基準に

基づいて正しく行われているかを客観的に確認し、最終的な結果である BEE ラ

ンク（赤星ランク）が対象の戸建住宅の環境性能を正しくあらわしているかを

認証します。 

 

「CASBEE-戸建（新築）」を設計ツールやコミュニケーションツールとして活

用する場合は、採点の対象となる取り組みを想定して評価をすることができま

すが、認証における評価においては統一した評価条件での客観的な審査を行う

ため、評価時点で未定の箇所に対する 『想定』は認めない※ものとします。す

べての取り組みが確定していない設計段階での評価も認証の対象となりますが、

その場合でも申請時点で設計内容として決定している取り組みだけの評価認証

を行います。 

 

 ※「LR1.1.1 躯体と設備による省エネ」の評価に用いる一次エネルギー計算に限っては

平成２５年省エネルギー基準の算定ルールに従うものとします。 

  例えば、計画段階で暖房設備が明確でない場合、省エネルギー基準の算定プログラム

では「暖房設備機器を設置しない。」を選択してエネルギー計算します。この時の計算

は、各省エネ地域区分で一般的に利用される暖房設備が設置されると『想定』して行

われます。本採点項目に限り、このような省エネルギー基準の算定ルールに従った『想

定』評価を認めます。 

 

 

 



[テキストを入力] 
 

3 

 

２．申請資料の構成について 

 

申請には、CASBEE 戸建評価認証申請書に加えて全項目に対して必要な 1

次資料と、項目ごとにレベル４か５を評価選択した場合に必要な２次資料が

あります。1 次資料は、全ての評価項目の基礎となる資料です。特に設計図

書には、評価の考え方が分かるように直接書き込んで作成してください。単

に図面を添付した、ということにならないようご注意ください。 

 

(１)１次資料 

1)設計図書（設計図書は、設計や施工・販売などの通常の業務に使用

するものに評価の内容を下図のように書き込んでください。一枚の図

面に記入事項が多数になる場合は複数の図面に記入してください。例

えば Q と L を別図面とする、Q1・Q2・・・などで別図面とする、な

ど審査時に見やすいように配慮して下さい。） 

 

図１ 設計図書書き込み例（参考資料） 

2)CASBEE-戸建（新築） 評価ソフト （紙媒体へ出力したもの） 

3)申請チェックシート 

4) CASBEE-戸建（新築） 評価ソフト 入力済みデータ 

5)申請チェックシート 入力済みデータ 

6)一次エネルギー消費量計算結果（算定プログラムから出力したもの） 

   注：太陽光発電とコージェネレーションの両方を設置する場合は 

２回の計算結果が必要（評価マニュアル p.101 参照） 
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 (２)２次資料 

7)評価の根拠とする資料 

 

３．資料の作成について 

 

①評価ソフト記入事項 

『設計上の配慮事項』の記入は必須です。設計上の方針・意図などについて

明確に記入してください。 

各評価項目の『具体的な取り組み』欄は、記入不要です。この部分の記述内

容は②の申請チェックシート『評価の考え方』欄に記入してください。 

ライフサイクルＣＯ２の計算に用いる電力会社実排出係数は毎年更新されて

います。最新の係数は環境省のホームページで確認してください。 

http://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc 

②申請チェックシートは、「申請チェックシート」と「計算表」とで構成され

ています。申請チェックシートは、採点項目からなり、それぞれの評価レベ

ルと「判断の内容」・「確認の方法」・「1 次資料」・「2 次資料」および「評価

の考え方」を一覧できるように作られています。一方で計算表は、根拠とな

る資料のうち、計算や記述をする必要のある部分を、ひとまとめにしたもの

です。ただし、全ての記述内容を網羅しているものではありません。 

 

なお、申請チェックシートの記入は、申請マニュアルの「記入例」を参考に

してください。 

 

③「評価の考え方」欄のスペースが不足した場合は、別紙を添付してくださ

い。 

④申請チェックシートの「2 次資料」欄に資料名を追加する必要がある場合

は、空欄に限って記入可能です。 

⑤黄色に着色してあるセルが評価者の記入箇所です。 

⑥評価の考え方の欄には、評価レベルが低い場合であっても、すべて記入し、

空欄の無いようにしてください。 
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４．資料のまとめ方 

 

①1 次資料の 1)から３)、６）、7）は、それぞれ区分して、ひとつのファイ

ルに綴じこんでください。また４）５）の資料は、E-メールにて送付してく

ださい。 

 

②申請資料は、申請時に 1 部、二次審査に入る際に新たに 2 部、計３部提出

が必要です。審査終了後、最終審査資料として 1 部返却いたします。 

 

③提出時のファイルは、A4 サイズとしてください。なお図面類は、出来る

だけ A3 までとしてください。 

 

④申請チェックシートおよび、この申請資料作成マニュアルの改変は、行な

わないでください。特に申請チェックシートについては、書き込み可能な黄

色のセル以外は、入力しないようにお願いします。 

 

 

５．資料のインデックス取り付けについて 

 

申請チェックシートの「資料 No」の欄には、「１」、「２」、「３」・・・・「23」

など数字の連番で記入し、添付する各資料は先頭に白紙ページを入れ、これ

に連番でインデックスを取り付けてください。資料に直接インデックスを付

けると、後日、差替えなどの時に困ることになります。ポストイットなど外

れやすいものは不可です。「QH1.1.1.1」、「LRH1.1.1」などの表示は、行な

わないようにお願いします。 

 

図２ 作成参考例 

 

 

 

 

 

 

 

なお「計算表」を使用しない場合には「資料 No」欄の『計算表』を消去して

ください。 
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６．根拠箇所の明示について 

 

(1)同一資料で複数ページにわたる場合 

申請チェックシートに添付する資料が設計図書などで複数のページ（1 階

平面、2 階平面など）になる場合、「資料 No」には、全て連番とするか若し

くは「1-1」、「1-1-1」など枝番をつけてください。申請チェックシート資

料欄および添付資料のインデックスにも同一の表示をお願いします。 

 

(2)根拠となる箇所の明示について 

 資料の中の根拠とした部分については、赤線にて該当箇所を囲むなどして

判断の内容が間違いなく的確に伝わるよう工夫明示してください。判断根拠

の箇所が、分かりにくい表示で不適切な場合など、それをもって不可となる

ことがありますのでご注意ください。 

 

 

７．申請チェックシート表示セルの記入およびフォント調整について 

 

紙で出力した際に、文字や数字が切れないようにご注意ください。切れる場合

は以下に例示する要領でフォントサイズを調整してください。 

 (1)評価の欄で『対象外』を選択した場合（QH1122 適切な冷房計画など）、

フォントサイズが大きすぎて欄に表示し切れません。その場合サイズを『７』

に変更してください。 

(2)資料 No の欄で複数の資料 No を記入する場合、セル内で折り返した上前項

と同じようにフォントサイズを変更して全体を表示できるようにしてください。 

 

８．認証申請時の採点規準について 

 

(1)基本的に、認証は IBEC または認定認証機関が第三者として評価結果が流通

する際に、確実に使用されると考えられる図面・仕様書・付属説明書・その他

文書（以下文書類）などに基づき、その評価の妥当性・的確性を確認する行為

です。従って評価に際して使用された事項は、すべて事前に計画され、前記の

文書類に根拠として記載されていることを前提にします。 

 

(2)機器類は、機種を選定し設置位置や取組みについて図面に明記してください。 

ただし性能値などに基づいての記載は、認められません。※１ 

※１｢COP ○○○相当の機種を選定（想定）した。」などの記述は、認められません。 

 

(3)「LR1.1.2 家電・厨房機器による省エネ」で評価する持込家電の根拠は、設
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計時または竣工時の申請の場合未定であれば、評価マニュアルに従い取組みを

“０”としてください。ただし、事前に計画され、ある一定の範囲の機種から

選択されることが分かっている場合などについては、文書類に機種名を記載し

てください。 

 

９．申請書類提出後のながれについて 

 

（認証機関により若干異なります。以下は、IBEC の場合です。） 

①申請書類を提出して頂くと、まず事務局が事前の『審査準備』として申請書

類の不備の有無を調べさせて頂きます。 

万一、不備がある場合には、その旨御連絡いたします。不足の資料を提出し

て頂くことになりますが、その場合資料返信までの所要時間によっては、翌

月以降の審査となることがあります。 

 

②申請書類に不備が無い場合や、追加資料の提出で必要書類が揃うと、次の段

階として一次審査に進みます。その時点が 『審査受付（開始）』となります。

IBEC より審査開始の通知と認証手数料のご請求を致します。 

 

③一次審査が終了すると、『一次審査結果通知』を申請チェックシートとともに

送らせて頂きます。結果をもとに対処をご判断いただきます。 

 

④一次審査結果の対処を盛り込んだ二次審査用ファイル 2 部と、既提出分の修

正資料 1 部を提出いただき、二次審査に入ります。 

 

⑤二次審査結果が問題なく、または、追加の対処で問題が解決した場合、『ウェ

ブ掲載事項確認書』を送付いたしますので、公表事項を最終的に決定して頂

きます。その後、認証委員会の承認を経て認証という事になります。 

 

⑥認証手数料の入金確認のうえ、IBEC ホームページに公開するとともに認証書

および最終図書を送らせて頂きます。 

 

⑦必要な日数は、途中の追加の対処があるか否かにより異なります。また、審

査スタッフの状況によっても変動いたします。もっともスムーズに進行した場

合に、②～⑥までの期間を約 60 日程度と考えております。 
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１０．認証について  

 

 CASBEE 戸建評価認証は、CASBEE 戸建評価員の皆様が評価した内容を、

提出して頂く書類を基に、その判断の的確性・妥当性を第三者として確認する

行為です。従って評価および書類の作成など、すべて誠実に実行されているこ

とを前提としています。 
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（様式　１） 年　　　月　　　日
一般財団法人　建築環境・省エネルギー機構

理事長 殿

会社名

申請者 印

所在地

　　　CASBEE戸建評価認証申請書

（個別認証）

表記の評価認証、認定を受けたいので、関係書類を添えて申請いたします。この申請書及び添付図書に

　記載の事項は、事実と相違ありません。

記

　名称：

　建設地：

　設計者：

　施工者：

　　木造軸組　　　ツーバイフォー　　　鉄骨　　　鉄筋コンクリート

　　（ ）

　延べ面積： ㎡

　　　年　　　月　　　日　（　　竣工予定　　　　竣工）

　　　CASBEE-戸建(新築)（2014年版）

　　　CASBEE-戸建(新築)（2010年版）

6　CASBEE評価書作成者
　　　　（CASBEE戸建評価）

7　連絡先等

担当者氏名

　phone： 　fax：

　e-mail:

所属・役職名

担当部署所在地 〒

注）□の部分は、■または　　により項目を選択して下さい。　　　※）の記載は任意です。

5　CASBEE評価ツール
　　　　　　　　評価段階

　備考

　登録番号：　　　　　　－ 　　　　　氏名：

1　建築物名称・建設地

2　設計者・施工者　　※）

3　構造・規模

4　竣工（予定）日

　　　設計段階　　　　　竣工後入居前　　　　　入居後

 



申請チェックシート2014年版　 平成26年5月1日

受付日 回答日 決定日

提出最低レベル

1 1 ※申請者は、評価の考え方をこの欄に記入してく
ださい。

2 2 ◎

3 ○ 3

4 4

○ 5 5

1 ◎

夏
期

2 ◎

冬
期

3

夏
期

4

冬
期

5

1 ◎

2 ◎

3

4

5

1 ◎

2 ◎

3 ◎

4

5

1 ◎

2 ◎

3 ◎

4

5

1 ◎

2 ◎

3

4

5

1 ◎

2 ◎

3

4

5

1 1 ◎

2 2 ◎

3 3

4 4

5 5

1 ◎

2 ◎

3

4

5

1 ◎

2 ◎

3 ◎

加
点

4

加
点

5

1 1

2 2 ◎

3

4

5

4

平面図（転倒防止策等の安全対策実
施位置を記入）

家具等の安全策を説明する資料

自立生活方法を住まい手に伝える資
料

設計図書で確認した

現地で確認した

公的評価・証明で確認し
た

自ら算定した

その他の方法で確認した

設計図書

申請チェックシート

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

主寝室で家具の転倒防止策あり

台所で食器等の落下防止策あり

住戸内に、停電時に自動点灯する照明設置あり

災害発生後、住戸内で一時的生活が継続可能な取組み
があり、その方法を住まい手に伝えている

9 QH 1240 災害に備
える

遮音等級

居間を含む一体的空間で、南面開口または天

窓で有効採光面積を確保

寝室で、南面開口または天窓で有効採光面積

を確保

※最も性能が低い開
口の等級

－

－

出入り口・開口部に侵入防止対策上有効な措置を
とった

単純開口率算定結果 %

暖房設備が必要無い

F☆☆☆☆以上の材料のみを使っている

上記＋ﾊﾞﾙｺﾆｰ近傍の開口部に侵入防止対策上
有効な措置をとった

ＱＨ計算表

設計図書

評価ラン
ク（申請）

A

評価ラン
ク

（審査
後）

設計図書

3

主要な居室で二方向開口を設置した

5-1断熱等性能等級１または確認できない　→　右
欄以降記入不要

すべての居室で二方向開口を設置した

レベル４を超える水準の断熱等性能を満たす

出入り口・開口部に侵入防止対策上何らかの措置
をとった

3

居間を含む一体的空間で必要な暖房能力の設備
を設置
主要な居室で必要な暖房能力の設備を設置

暖房設備の設置は未定だが、ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ設置など
温度むら対策を実施した

主寝室

4:0.45以下

5：0.3以下

日射侵入率算定結果（ﾚﾍﾞﾙ1および評価対象外の
場合は記入不要）

居間を含む一体的
空間

4:0.45以下

5：0.3以下
ﾚﾍﾞﾙ5のみ記
入：0.6以上

ﾚﾍﾞﾙ5のみ記
入：0.6以上

申請チェックシー
ト

(2014年版)

平成26年11月21日第一版

判断の内容 確認の方法

構造

規模

評価ラン
ク

（回答
時）

評価ラン
ク

（最終）
建築物名称

申請者

1次資料NO
評価②
（査定）

1次資料
評価の考え方

添付資料にマークしてください

CASBEE戸建評価ソフト

5-1断熱等性能等級３を満たす

5-1断熱等性能等級４を満たす

その他の方法で確認した

5-1断熱等性能等級２を満たす

設計図書で確認した

現地で確認した

公的評価・証明で確認し
た

自ら算定した

その他資料

その他資料

設計図書

申請チェックシート

CASBEE戸建評価ソフト

日射侵入率計算表

4

4

長期優良住宅適合証

低炭素建築物適合証

住宅性能評価書

その他公的認証

設計・施工指針を満たすことを自己評
価した資料
平面図（評価対象とした開口にマーキ
ング）

申請者回答記入欄

補足説明

審査員の指摘事項について追加・補足等がある場合こ
の欄に記入してください。

・自己評価による場合の等級の妥当性判断

審査員記入

指摘内容

審査員記入欄です。申請者は、記入しないでください。

2次資料NO 

2次資料（根拠資料）

申請者記入欄

3 QH 1121

設計図書

風を取り
込み、熱
気を逃が
す

申請チェックシート

設計図書で確認した

現地で確認した

公的評価・証明で確認し
た

自ら算定した

・一方向開口で有効な措置とした場合の妥
当性

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

5

その他の方法で確認した

現地で確認した

4 QH 1122

設計図書

適切な冷
房計画 5

居間を含む一体的空間で必要な冷房能力の設備
を設置
主要な居室で必要な冷房能力の設備を設置

冷房設備が必要無い

5

3 3 冷房設備の設置は未定だが、ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ設置など
温度むら対策を実施した3

・暖房負荷が小さい住宅設計で、カタログの
適用範囲とは異なる場合の計画妥当性
・マニュアル記載以外の暖房方式の計画妥
当性

・冷房負荷が小さい住宅設計で、カタログの
適用範囲とは異なる場合の計画妥当性
・一般のエアコン以外の冷房方式の計画妥
当性

申請チェックシート

ＱＨ計算表

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

平面図（エアコンの取り付け位置を記
入）

5 QH 1131 適切な暖
房計画

6 QH 1210
化学汚染
物質の対
策

自ら算定した

設計図書で確認した

5
現地で確認した

公的評価・証明で確認し
た5 QH計算表

申請チェックシート

ＱＨ計算表

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

F☆☆☆以上の材料のみを使っている

公的評価・証明で確認し
た

現地で確認した

公的評価・証明で確認し
た

自ら算定した

十分な局所換気設備がある⇒QH計算表1へ

申請チェックシート

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

設計図書

4

7 QH 1220 適切な換
気計画

ﾚﾍﾞﾙ5評価の場合、各居室での換気計
画を説明する資料

各居室で必要な換気が確保できる計画がなされて
いる

8 QH
犯罪に備
える

1230

・レベル５評価で、公的認証等がない場合の
独自方式換気設備の妥当性
　（１種３種併用、自然換気併用など）申請チェックシート

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

設計図書

設備表(メーカー・機種・定格風量記
入）

申請チェックシート

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

設計図書
平面図（評価対象となる開口部にマー
キング）

10 QH 1310 昼光利用

11 QH 1400 静かさ

※昼光利用設備有効面積換算時

申請チェックシート

ＱＨ計算表

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

設計図書

4

単純開口率計算書（住宅性能評価書
でも可）

申請チェックシート

CASBEE戸建評価ソフト

その他資料

性能表示評価基準を満たすことを自己
評価した資料

現地で確認した

公的評価・証明で確認し
た

4日射の調
整機能

自ら算定した

その他の方法で確認した

5

その他の方法で確認した

その他の方法で確認した

現地で確認した

自ら算定した

設計図書で確認した

その他の方法で確認した

その他の方法で確認した

評価項目

1 QH 1111 断熱等性
能の確保

2 QH 1112

公的評価・証明で確認し
た

設計図書で確認した

現地で確認した

自ら算定した

公的評価・証明で確認し
た

評価レベル記入欄
②以降は変更部分のみ記入

5

評価①
（申請）

評価③
（回答
時）

評価④
（最終）

その他の方法で確認した

申請チェックシート

設計図書で確認した

設計図書で確認した

現地で確認した

ＱＨ計算表公的評価・証明で確認し
た

自ら算定した

4

住宅性能評価書

（↑各開口の透過損失等級を示す資
料）

設計図書

建具表などレベルに応じた防犯措置を
説明する資料

住宅性能評価書

ガラスの日射侵入率に関する資料

評価対象外とする説明資料

平面図

平面図（暖房設備の取り付け位置記
入）

一方向開口で通風排熱を促進する取
組みの場合、その説明資料

その他（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果など）

平面図（換気設備の取り付け位置を記
入）

加点条件を満たす場合、その説明資
料

公的認証等

住宅性能評価書

性能表示評価基準を満たすことを自己
評価した資料

平面図（計算書に記載した、開口名又
は開口番号を記入）

5

ＱＨ計算表

設備表　（記入内容：室面積・メー
カー・機種・暖房能力等）

評価対象外とする説明資料

設備表　（記入内容：室面積・メー
カー・機種・暖房能力等）

評価対象外とする説明資料

公的認証等

5

5

設計図書で確認した

現地で確認した

自ら算定した

その他の方法で確認した

設計図書で確認した

その他の方法で確認した

設計図書で確認した

公的評価・証明で確認し
た

自ら算定した

4

事務局使用欄

※評価対象外の判断

評価した居室の中に、一方向開口だが通風・排熱
を促進する取り組みを行った居室がある

透過損失

添付資料にマークしてください

※最も性能が低い開
口の等級

評価ランクを記入する

評価レベルを記入する

判断を確認し

た方法を選ぶ

審査員が審査結果を

記入する欄

この欄は審査結果に対す

る回答を記入する欄。初回

提出時は記入しないこと

この欄には、審査結に対する

回答をもとに最終的な評価ラン

クを審査員が記入する

提出する一次

資料を選択する

提出する資料№を

記入する

評価レベルが４か５の

場合、この二重線より

右の欄を記入する

評価の考え方は、すべて

記入する

提出する二次資

料の資料№を記

入する

審査員記入欄。申請者

は記入しないこと

申請者が、審査結果に対し

て追加・補足を行う場合に

記入する

申請者は黄色の欄

に記入する

判断の内容

を選ぶ

IBEC 1/1
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(1)夏期日射侵入率計算表(居間を含む一体的空間） (1)夏期日射侵入率計算表（主寝室）：洋間C

単純開口率計算表

開口番号 開口番号

1 16
2 17
3 18
4 19
5 20
6 21 E-3
7 W-2 22 E-4
8 W-3 23 E-5
9 W-4 24 E-6

10 25
11 26

(2)冬期日射侵入率計算表(居間を含む一体的空間） (2)冬期日射侵入率計算表（主寝室） 12 27
13 28
14 29
15 30
居室面積 m

2

1 6
2 7
3 8 A S
4 9
5 10

入居者数 延べ面積 延べ面積/人

(1)夏期日射侵入率計算表

決定経緯

(2)冬期日射侵入率計算表

1

1.10
0.26 0.70

0.36 1.10W-7

1.190.36 1.30
1.20 2.30

0.47㎡
2.76㎡

0.40㎡

1.31㎡
0.18㎡

N-2 0.26 0.70 0.18㎡
N-1 0.74 1.10 0.81㎡
W-8 1.65 1.10 1.82㎡

W-6 0.36 1.10 0.40㎡

13.25㎡

QH2310 広さと間取り

31.07㎡ 76.39㎡
Ｗ 40.67%

10.77㎡
10.77㎡

28.36㎡
13.25㎡

W-5 0.36 1.10 0.40㎡
0.26 1.10 0.29㎡1.65 1.80 2.97㎡

0.74 0.70 0.52㎡W-1 0.36 1.30 0.47㎡
E-2 1.65 2.20 3.63㎡S-5 1.65 1.80 2.97㎡
E-1 1.65 0.30 0.50㎡S-4 1.50 1.80 2.70㎡
N-5 0.36 1.10 0.40㎡S-3 0.60 2.00 1.20㎡

0.23㎡
S-2 1.65 2.20 3.63㎡ N-4 1.19 1.10 1.31㎡

ｗ (m) ｈ (m) a

S-1 1.19 1.30 1.55㎡ N-3 0.26 0.90

QH1310 昼光利用

ｗ (m) ｈ (m) a

合計

ﾙ3＜0.6　,ﾚﾍﾞﾙ4＜045,ﾚﾍﾞﾙ5　夏期＜0.3　冬期＞0.6　　　　　　　　　　　　　　　　加重平均

④開口ごとの
日射侵入率
①×②×③

⑤開口面積

　　　m
2 ④×⑤

6 1.00

ﾙ3＜0.6　,ﾚﾍﾞﾙ4＜045,ﾚﾍﾞﾙ5　夏期＜0.3　冬期＞0.6　　　　　　　　　　　　　　　　加重平均

合計

開口番号
※添付図面に
記載する

①ガラスの
日射侵入率

②日射遮蔽
部材の遮蔽
係数

③庇等の
遮蔽係数

④開口ごとの
日射侵入率
①×②×③

⑤開口面積

　　　m
2 ④×⑤

6 1.00

5 1.00
4 1.00
3 1.00
2 1.00
1 1.00

開口番号
※添付図面に
記載する

①ガラスの
日射侵入率

②日射遮蔽
部材の遮蔽
係数

③庇等の
遮蔽係数

5 1.00
4 1.00
3 1.00

1.00
2 1.00

ﾙ3＜0.6　,ﾚﾍﾞﾙ4＜045,ﾚﾍﾞﾙ5　夏期＜0.3　冬期＞0.6　　　　　　　　　　　　　　　　加重平均

合計

1

ﾙ3＜0.6　,ﾚﾍﾞﾙ4＜045,ﾚﾍﾞﾙ5　夏期＜0.3　冬期＞0.6　　　　　　　　　　　　　　　　加重平均

6 1.00
5 1.00
4 1.00
3 1.00
2 1.00
1 1.00

ﾙ3＜0.6　,ﾚﾍﾞﾙ4＜045,ﾚﾍﾞﾙ5　夏期＜0.3　冬期＞0.6　　　　　　　　　　　　　　　　加重平均 0.529

開口番号
※添付図面に
記載する

①ガラスの
日射侵入率

②日射遮蔽
部材の遮蔽
係数

③庇等の
遮蔽係数

④開口ごとの
日射侵入率
①×②×③

⑤開口面積

　　　m
2 ④×⑤

合計 4.28㎡ 2.26
6 1.00
5 1.00
4 1.00

0.53 1.31㎡ 0.69
3 1.00
E-4 0.79 0.67 1.00

④開口ごとの
日射侵入率
①×②×③

⑤開口面積

　　　m
2 ④×⑤

S-5 0.79 0.67 1.00 0.53 2.97㎡ 1.57

開口番号
※添付図面に
記載する

①ガラスの
日射侵入率

②日射遮蔽
部材の遮蔽
係数

③庇等の
遮蔽係数

評価レベル 建築物名称 0 構造 00 規模 0.00㎡

開口番号
※添付図面に
記載する

①ガラスの
日射侵入率

W-1 0.79

②日射遮蔽
部材の遮蔽
係数

③庇等の
遮蔽係数

0.67 1.00
0.67 1.00 0.53

W-2 0.79 0.53

⑤開口面積

　　　m
2 ④×⑤

0.47㎡ 0.25
0.47㎡ 0.25

④開口ごとの
日射侵入率
①×②×③

S-2 0.79 0.67 1.00 0.53 3.63㎡ 1.92
S-3 0.79 1.00 1.00 0.79 1.20㎡ 0.95

0.53 0.50㎡ 0.26
1.92

9.89㎡ 5.55合計

E-2 0.79 0.67 1.00

ﾙ3＜0.6　,ﾚﾍﾞﾙ4＜045,ﾚﾍﾞﾙ5　夏期＜0.3　冬期＞0.6　　　　　　　　　　　　　　　　加重平均 0.561

QH 計算表-1

QH1112 日射の調整機能

E-1 0.79 0.67 1.00
0.53 3.63㎡

開口番号
※添付図面に
記載する

①ガラスの
日射侵入率

②日射遮蔽
部材の遮蔽
係数

③庇等の
遮蔽係数

④開口ごとの
日射侵入率
①×②×③

⑤開口面積

　　　m
2 ④×⑤

1 1.00
2 1.00
3 1.00
4 1.00
5 1.00

合計

6 1.00

QH2220 維持管理の体制

No 取組みに該当することの具体的な説明

1

2

3

IBEC 1/1



2007/04/07 16:51:00古姓　美佳/戸建分譲(事)設計部設計監理課

S-1：同厚PG

S-2：同厚PG

W-1
W-2

W-3

W-4：同厚PG

N-1

N-2

N-3

E-1
E-2：同厚PG

E-3

居室開口部

QH1-1.2.1

QH1-2.2

QH1-2.3

QH1-1.2.2,1.3.1

卓越風向

2方向開口

2方向開口

夏期日射侵入率：0 . 79
遮蔽係数(ﾚｰｽｶ ｰﾃﾝ )：0 . 67
日射侵入率：0 . 53=0 . 79*0 . 67

夏期日射侵入率：0 . 79
遮蔽係数(ﾚｰｽｶ ｰﾃﾝ )：0 . 67
日射侵入率：0 . 53=0 . 79*0 . 67

夏期日射侵入率：0 . 79
遮蔽係数(ﾚｰｽｶ ｰﾃﾝ )：0 . 67
日射侵入率：0 . 53=0 . 79*0 . 67

夏期日射侵入率：0 . 79
遮蔽係数(ﾚｰｽｶｰﾃﾝ )：0 . 67
日射侵入率：0 . 53=0 . 79*0 . 67

夏期日射侵入率：0 . 79
遮蔽係数(無し)：1 . 00
日射侵入率：0 . 79=0 . 79*1 . 00

ﾅｼ ｮ ﾅﾙ：CS-508SXB2(16畳用)
　　　　冷房：5 . 0kw，暖房：6 . 0kw)

ﾅｼ ｮ ﾅﾙ：CS-258 SXB(8畳用)
　　冷房：2 . 5kw ，暖房：2 . 8kw)

換気回数：0 . 60回/h
　＝20/(13 . 25*2 . 5 )

換気回数：0 . 68回/h
　＝(28+20 )/ (15 . 11*2 . 7
　　　+5 . 80*2 . 55+6 . 21*2 . 4 )

補助錠付 補助錠付

２ロ ック式

補助錠付

補助錠付

補助錠付

２ロ ック式

補助錠付補助錠付

補助錠付

0. 6×2. 0
S-3

1 . 2×2 . 3

資料１



2007/04/07 16:51:00古姓　美佳/戸建分譲(事)設計部設計監理課

S-4

S-5

W-5 W-6 W-7

W-8

N-4

N-5

E-4

E-5
E-6

居室開口部

QH1-1.2.1

QH1-1.2.2,1.3.1

QH1-2.2

卓越風向

2方向開口

2方向開口

2方向開口

夏期日射侵入率：0. 79
遮蔽係数(ﾚｰｽｶｰﾃﾝ )：0 . 67
日射侵入率：0. 53=0 . 79*0 . 67

夏期日射侵入率：0. 79
遮蔽係数(ﾚｰｽｶｰﾃﾝ )：0 . 67
日射侵入率：0. 53=0 . 79*0 . 67

ﾅｼ ｮ ﾅﾙ：CS-258SXB(8畳用)
　　冷房：2 . 5kw，暖房：2 . 8kw)

ﾅｼ ｮ ﾅﾙ：CS-228SXB(6畳用)
　　冷房：2 . 2kw，暖房：2 . 5kw)

ﾅｼ ｮ ﾅﾙ：CS-228SXB(6畳用)
　　冷房：2 . 2kw，暖房：2 . 5kw)

換気回数：0. 88回/h
　＝28/(13 . 25*2 . 4 )

換気回数：0 . 77回/h
　＝20/(10 . 77*2 . 4 )

換気回数：0 . 77回/h
　＝20/(10 . 77*2 . 4 )

資料２
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　居　間：対象開口部
(28.36㎡) 開口面積3.63㎡

※寝室は、洋間Ｂに
　南面が無いため、算出せず

2.305

3.215

4.40

2.90

採光関係比率

2.305/2.9=0.795

3.215/4.4=0.731 ○

隣地境界線

採光補正係数

0.731×6-1.4=2.986

有効採光面積

3.63×2.986=10.84＞4.05=28.36/7

資料３
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2Fﾊﾞﾙｺﾆｰﾗｲﾝ

2.305

3.215

資料４



QH1-1.1.1

QH1-1.1.1　，QH1-4

QH1-1.2.1

資料５










